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⚫ フランス：仏人口、2037 年をピークに減少し、高齢化が進行：INSEE 最新予測（6/8） 

➢ https://www.reuters.com/world/ageing-france-see-population-fall-after-2037-peak-inse

e-says-2026-06-08/ 

➢ https://jp.reuters.com/world/europe/LHLDEK25O5MCTAXMRUEGJDFSAI-2026-06-09/ 

（日本語記事） 

➢ https://www.insee.fr/en/statistiques/9006071（INSEE 発表） 

➢ フランス国立統計経済研究所（INSEE）は 6 月 8 日、同国の人口が 2037 年にピークを迎

えるとの予測を発表した。これまでの推計より 7 年早く、その後の数十年で 2014 年の水

準前後まで縮小するとした。フランスの人口動態は長らく大半の欧州諸国より良好だっ

たが、少子高齢化問題と無縁ではないことが示された。INSEE は最新予測で、同国人口

の自然増減は 2025 年にマイナスに転じており、今後も減少が続く見通しとし、2037 年ま

での増加分は全て移民によるとした。人口は 2026 年の 6910 万人から、2037 年に 6980

万人のピークに達し⁠た後、2070 年までに 2014 年とほぼ同じ 6590 万人まで減少すると見

込まれる。2021 年の前回予測ではピークが 2044 年で、約 6930 万人とされていた。移民

が減少するか、合計特殊出生率が中位想定の 1.45 を下回れば、人口は 2070 年までに

5460 万人まで減少する可能性がある⁠という。2070 年までに、45 歳未満の人口は 890 万

人減、45～64 歳の人口はほぼ変わらない一方で、65 歳以上は 580 万人増と見込まれる。

高齢者人口の増加は主に80歳以上人口の増加（460万人増）によるもので、同期間に百

歳以上の人口は現在の 4 倍になると予測される。 

 

 

 

⚫ 英国：社会的処方の投資対効果は 9 倍―最近の調査結果が示唆（6/3） 

➢ https://socialprescribingacademy.org.uk/resources/social-prescribing-delivers-9-wellbein

g-benefit-for-each-1-invested-major-study-suggests/ （全文へのリンクあり） 

➢ ユニバーシティ・カレッジ・ロンドン（UCL）が全国 2 万人近くのデータを基に行った調査で

は、社会的処方がウェルビーイングの大幅な改善につながり、社会的価値に関する投

資対効果は 9 倍にのぼることが示唆された。社会的処方への紹介から数ヶ月間で、ウェ

ルビーイング関連項目すべて（例：メンタルヘルス、幸福度、生活満足度、不安、生きが

い）で改善が見られた。政府が推奨する算定方式を用いると、2 カ月半での生活満足度

向上がもたらす経済的価値は 4,000 ポンド以上に相当する。つまり生活満足度のみを見

ても、社会的処方の投資対効果は 9 倍になると算定した。 

 

⚫ 英国：社会的処方リンクワーカー実態調査：やりがいを感じつつ資源不足・業務量・認知度な

どで課題も（6/15） 

➢ https://socialprescribingacademy.org.uk/resources/social-prescribing-link-worker-survey

https://www.reuters.com/world/ageing-france-see-population-fall-after-2037-peak-insee-says-2026-06-08/
https://www.reuters.com/world/ageing-france-see-population-fall-after-2037-peak-insee-says-2026-06-08/
https://jp.reuters.com/world/europe/LHLDEK25O5MCTAXMRUEGJDFSAI-2026-06-09/
https://www.insee.fr/en/statistiques/9006071
https://socialprescribingacademy.org.uk/resources/social-prescribing-delivers-9-wellbeing-benefit-for-each-1-invested-major-study-suggests/
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-2026/ （全文や要約へのリンクあり） 

➢ 全国社会的処方協会（NASP）が2026年2～3月に行った社会的処方リンクワーカー（LW）

の調査（385 名が対象）では、LW の現状や様々な課題が浮き彫りとなった。LW のやりが

いについて満足していた人は 90％にのぼったほか、良い影響をもたらしていると感じる

人も 96％であった。LW の仕事で最も好きな点については、患者の生活改善に貢献でき

ることや、有意義な関係性の構築、また仕事の自律性や多様性、柔軟性が挙げられた。

効果は主に、患者と LW との関係性によってもたらされると感じていた。患者との接触回

数は通常、4～12 回であった。一方で様々な課題も挙げられ、たとえば業務量では、回

答者の 22％が年間で 300 件以上を担当していた。また紹介先はメンタルヘルスや経済

問題、住宅問題を扱う機関など多岐にわたり、対応する課題の複雑さが見て取れる。し

かしすべての対応分野で、紹介先となる資源の不足が大きな課題となっている。さらに

LW の認知度不足を指摘する声もあり、プライマリケアチームが LW の役割を理解してい

ないと感じる人は 2 割にのぼった。資金や資源の課題も挙げられ、これらは不安定な運

営やスタッフの意欲低下につながりかねない。LW が最も変えてほしい点としては、研修、

キャリアアップ、支援やスーパービジョン、ツールや資料であった。研修参加へのバリア

としては、資金面の課題（69％）、業務量（41％）、研修に関する情報不足（3 割強）が多く

見られる。効果的な研修内容として多くの LW が選んだのは、対象や状況を特定した研

修のほか、社会的処方の中核となるスキル、およびメンタルヘルスの研修であった。 

 

⚫ 英国：「緑の社会的処方」提供者・実務者向けガイダンスを発表（6/17） 

➢ https://socialprescribingacademy.org.uk/resources/launch-of-the-green-social-prescribi

ng-practitioner-guidance/ （全文へのリンクあり） 

➢ 政府と民間団体が共同で、新たな「Green Social Prescribing Practitioner Guidance」（緑の

社会的処方実務者ガイダンス）を発表した。これは社会的処方による紹介の受け入れ先

として、自然の中でプログラムを提供する事業者や実務者を対象としたツールであり、

適切な活動内容や実施時期・方法などに関する実務的なガイドとなっている。ガイドでは、

プログラムのレベルを「日常生活における自然とのふれあい」から「臨床的なプログラ

ム」まで 5 段階に整理しているほか、紹介前の準備からプログラム提供、スーパービジョ

ン、リスク管理など様々な事項について参考となる情報を掲載している。 

 

⚫ サウジアラビア：平均寿命が 79.7 年に、医療改革が進展（6/20） 

➢ https://www.jetro.go.jp/biznews/2026/06/f18b4667c482dfca.html （日本語記事） 

➢ サウジアラビア政府の発表によると、同国の平均寿命は 79.7 年に達し、同国が掲げるビ

ジョン2030の目標「80年」に接近した。予防医療の強化や健康的な生活習慣の普及など、

公衆衛生指標の改善を反映したものとされる。プライマリヘルスケアのカバー率は全地

域で 97.5％に達し、遠隔地を含めた医療アクセスの向上が確認された。デジタルヘルス

分野では、健康管理アプリ「セッハティ（Sehhaty）」の利用者が 3100 万人を超えたほか、

遠隔医療を提供する「セハ（Seha）バーチャル病院」は 241 の医療施設と連携し、36 万

5000 人以上にサービスを提供するなど、専門医療へのアクセスが全国規模で拡大した

という。人的資源面では、医療従事者数が 80万3000人以上に達し、3万5000人以上の

医師がサウジアラビア専門医資格（Saudi Board）を取得するなど、サービスの質向上と

https://socialprescribingacademy.org.uk/resources/social-prescribing-link-worker-survey-2026/
https://socialprescribingacademy.org.uk/resources/launch-of-the-green-social-prescribing-practitioner-guidance/
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経済・お金 

 

医療体制の強化が進んだ。予防・公衆衛生分野では、地域別の健康危機対応能力が

2024 年に引き続き 92％を維持し、2030 年目標を前倒しで達成している。また、交通事故

による死者数は 2016 年のビジョン 2030 開始以降、約60％減少した。 

 

⚫ 世界各国：ヘルシーエイジングに向けて世界保健機関（WHO）がヨガのパワーを紹介（6/21） 

➢ https://www.who.int/news/item/22-06-2026-who-celebrates-the-power-of-yoga-for-h

ealthy-ageing 

➢ https://japan-who.or.jp/news-releases/2606-32/（日本語記事） 

➢ 6 月 21 日は国連が定めた「国際ヨガの日」。12 年目となる今年は「健康長寿のためのヨ

ガ(yoga for healthy ageing)」というテーマで、加齢に伴うヨガ実践の潜在的なメリットが認

識された。この“Yoga”という言葉はサンスクリット語に由来し、「結合する」または「統合

する」という意味を持ち、身体と意識の融合を象徴している。穏やかな動き、呼吸、マイン

ドフルネスを組み合わせることで、バランス、柔軟性、筋力、可動性を高める。これらは、

加齢とともに活動的で自立した生活を維持するために不可欠な能力であり、効果を示す

研究結果も発表されている。またヨガはウェルビーイングも促進し、ストレスの軽減や生

活の質の全般的な向上にも役立つ。WHO は、高齢者が尊厳と自立を保ち、健やかに暮

らせる社会の実現を目指す「健康的な高齢化の 10 年(Decade of Healthy Ageing)」と今年

の「国際ヨガの日」を関連付け、あらゆる年齢層の人々にヨガを試してみるよう呼びかけ

ている。 

 

 

 

⚫ ドイツ：首相設置の委員会が年金制度改革案を提言：基金設立と定年引き上げ（6/23） 

➢ https://www.reuters.com/business/german-commission-proposes-older-retirement-age-

state-pension-fund-sources-say-2026-06-20/ 

➢ https://jp.reuters.com/markets/japan/JTJ7EXOBM5MNFFDZYCO5X2GD7U-2026-06-2

4/ （日本語記事） 

➢ ドイツのメルツ首相が設置した委員会は、スウェーデン型の積み立て年金基金の創設と、

段階的な定年引き上げを柱とする年金制度改革案を発表した。高齢化に伴って年金財

政の安定化を図るのが狙い。現行の賦課方式（現役世代が支払う保険料で高齢者の年

金を賄う仕組み）を補完するため、スウェーデンの年金制度をモデルとした基金を設立

するよう提案した。この制度では、労働者と企業に拠出金の支払いを義務付け、この資

金を金融市場で運用することで将来の年金財源を確保する。また 45 年⁠間保険料を納め

た人が63歳で早期退職できる現行制度の廃止も提案し、平均寿命の伸びに合わせて定

年年齢を段階的に引き上⁠げる仕組みを盛り込んだ。これにより、現在2030年代初頭まで

に 67歳へ引き上げられる予定の法定退職年齢が、2090年⁠代初頭に 70 歳前後まで上昇

する見通しとなる。 

 

⚫ 英国：60 代の格差が拡大傾向―性別や学歴、健康状態などがリスクと関連（6/25） 

➢ https://ageing-better.org.uk/news/tale-two-60s-gulf-between-decade-change 

➢ https://ageing-better.org.uk/resources/tale-two-60s （全文へのリンクあり） 

https://www.who.int/news/item/22-06-2026-who-celebrates-the-power-of-yoga-for-healthy-ageing
https://www.who.int/news/item/22-06-2026-who-celebrates-the-power-of-yoga-for-healthy-ageing
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https://www.reuters.com/business/german-commission-proposes-older-retirement-age-state-pension-fund-sources-say-2026-06-20/
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プロダクティブ・エイジング、社会生活 

➢ Centre for Ageing Better が発表した「A Tale of Two 60s」では、60 代で「持てる者」と「持た

ざる者」の二分化が進む状況が浮き彫りとなった。イングランドでは60～69歳の29％（約

180 万人）が、経済的に不安定な状況であり、この 20 年間で約20 万人増加した。政府の

介入がなければ、2033 年には 250 万人に達すると見込まれる。いくつかの特性が経済

的不安のリスクと関連しており、たとえば女性、単身（3倍）、マイノリティ人種（2倍）、健康

不良（4 倍超）、低学歴（4 倍）、ケア提供者（3 倍）などが挙げられる。一方で、ローン返済

済みの住宅保有者や、遺産相続が見込まれる人、民間の年金プログラム加入者はすべ

て、経済的に安定している傾向が見られた。この年齢層は 2003 年には 460 万人だった

が、2023 年には 640 万人と 20 年間で 40％増加し、2033 年には 720 万人に達すると見

込まれる。60 代は就労状況や健康状態など、大きな変化に直面することが多く、これら

は経済的に深刻な影響を及ぼすものである。報告書では政策への提案として、給付プロ

グラムの明確化や信頼性向上（例：就労時の給付から年金への移行しやすさ改善）のほ

か、年齢受給開始年齢まで働けない人への対応などを挙げている。 

 

 

 

⚫ 中国：定年退職後の再雇用に係る暫定規定を発表（5/10） 

➢ https://www.jetro.go.jp/biznews/2026/06/08d24e76198a6fc1.html（6/2 日本語記事） 

➢ 中国の人力資源・社会保障部など 5 部門は 5 月 10 日、「定年超過労働者の基本権益保

障暫定規定」を発表した。同規定は7月1日より施行され、法定退職年齢を超えた労働者

（定年超過労働者）について、労働者の権益保護や雇用主の義務の明確化を目指す。規

定では、雇用主が定年超過労働者の知識、技能、経験などに応じて適切な職務を提供

することとし、また就業意欲を持つ定年超過労働者に対し、人材サービス機関が就業支

援を行うことを推奨するとした。具体的にはたとえば、雇用契約の締結（契約期間や職務

内容、労働条件等の明記）、労働者の基本権益保護（報酬、休暇、安全衛生、原則として

残業は無し、雇用主負担の労災保険の加入等）について定めているほか、年金（養老保

険）受給者や医療保険の退職後受給者は、就労後も各保険の受給待遇に変更はないも

のとした。中国国務院によると、1962～1972 年の中国の年平均出生数は 2669 万人、累

計出生数は約 3 億人とされており、この年代の人々が今回規定の対象となっている。 

 

⚫ 米国：50 歳以上の人が国にもたらす経済的貢献は 2000 兆円超―AARP 調査から（6/2） 

➢ https://www.aarp.org/press/releases/2026-06-02-50-plus-fuels-economy-revealing-op

portunities/ 

➢ https://www.aarp.org/pri/topics/work-finances-retirement/economics-aging/longevity-e

conomy-outlook/ （全文やインフォグラフィックスへのリンクあり） 

➢ AARP が 6 月 2 日に発表した Longevity Economy® Outlook（長寿経済の展望）によると、

米国では 50歳以上の人が国にもたらす経済的貢献が 1年で 12兆5000 億ドル（2000兆

円強）にのぼった。2018 年から 2 兆ドル以上増加し、高齢者による経済的影響力の増加

が見て取れる。しかしビジネス分野では、高齢者の高まるニーズへ商品やサービスが

充分対応できているとは言いがたい。エイジングへのアプローチを再考し、現在の高齢

者ニーズに沿わせることが、今後の事業成長と人々の生活向上につながる。同報告書

https://www.jetro.go.jp/biznews/2026/06/08d24e76198a6fc1.html
https://www.aarp.org/press/releases/2026-06-02-50-plus-fuels-economy-revealing-opportunities/
https://www.aarp.org/press/releases/2026-06-02-50-plus-fuels-economy-revealing-opportunities/
https://www.aarp.org/pri/topics/work-finances-retirement/economics-aging/longevity-economy-outlook/
https://www.aarp.org/pri/topics/work-finances-retirement/economics-aging/longevity-economy-outlook/
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では、就労、消費、無償サービスなど様々な切り口から経済的貢献を分析しており、主

な内容は以下の通り。 

 就労：50 歳以上の就業者は 5400 万人近くにのぼる。人材不足に直面する医療や製

造などの分野では、50 歳以上が 1/3 以上を占める。また 65 歳以上は就業者全体の

8％を占め、25 年前（3％）の 2 倍以上に増加している。 

 無償サービス：50 歳以上の人が無償ケアやボランティア活動でもたらす経済的貢献

は、2024 年で 1 兆 2000 億ドルにのぼると推計される。高齢者ケアの 59％、子育て

の 15％、ボランティア活動の 53％は現在、50 歳以上が提供している。また 50 歳以

上の世帯は、慈善目的の寄付で全体の70％、大学生への直接的な支援で72％を提

供している。 

 消費：50歳以上の世帯による2024年の消費額は10兆7000億ドルで、全体の56％。

2060 年には 22 兆ドルで全体の 61％になると予測される。 

 

⚫ 韓国：定年 65 歳延長に 88.3％が賛成…20～30 代は若者雇用対策を要求（6/7） 

➢ https://www.afpbb.com/articles/-/3639286 （日本語記事） 

➢ 韓国労働組合総連盟（韓国労総）は 6 月 7 日、「法定定年延長に関する国民意識調査」を

発表した。この調査は、全国の 20 歳以上69 歳以下の男女1,000 人を対象に実施された。

調査の結果、法廷定年を現行の 60 歳から 65 歳へ段階的に引き上げることについて、

88.3％が賛成（「非常に賛成」が45.1％、「おおむね賛成」が43.2％）した。賛成の理由では、

「国民年金の受給開始年齢（最大 65 歳）との差」が 69％で最も多かった。続いて「寿命の

伸長で、より長く働きながら有意義な人生を送れる」が 50.7％、「急激な人口減少による

熟練人材不足」が 39.8％、「高齢者の熟練した技術・経験・ノウハウの活用」が 39.3％だっ

た。定年延長の実施方法としては、「法改正により、すべての企業の定年を段階的に 65

歳まで義務化し、雇用の安定性を保障する方式」が 46.3％で最も高い支持を得た。次い

で「選択的な継続雇用」が 37.1％、「定年延長の完全廃止」が 9.6％だった。定年延長が若

者の雇用を奪う可能性への懸念については、世代間で認識の差が見られた。「中高年

層と若年層の職務が異なるため、雇用を奪う懸念は大きくない」とする回答が42.7％で最

も多く、特に 40～60 代でこうした認識が強かった。一方、「若者の雇用を奪う懸念が大き

いため、若年層向けの雇用対策が先に必要だ」とする回答は36.0％で、20～30代で相対

的に高かった。定年延長のための賃金調整の受け入れについては、「労働時間短縮・職

務調整を通じた賃金調整を受け入れる」が 48.9％で最も多かった。続いて「61～65 歳か

ら賃金ピーク制を受け入れる」が 25.7％、「既存の賃金・労働条件を維持する（調整に反

対）」が 15.4％、「職務中心の賃金体系改編に同意する」が 10.0％だった。 

 

⚫ 米国：2026 全米高齢者問題協議会（NCOA）プログラム優秀賞発表―シニアセンターの画期

的な取り組みを表彰（6/11） 

➢ https://www.ncoa.org/article/emergency-readiness-collecting-stories-of-older-adults-d

ementia-friendly-film-series-among-senior-center-programs-recognized-with-the-2026-

ncoa-programs-of-excellence-awards/ 

➢ NCOAはこの度、2026 Programs of Excellence Awards（プログラム優秀賞）を発表した。こ

れは全国のシニアセンターによる優れた実践に贈られる。賞にはいくつかのカテゴリー

https://www.afpbb.com/articles/-/3639286
https://www.ncoa.org/article/emergency-readiness-collecting-stories-of-older-adults-dementia-friendly-film-series-among-senior-center-programs-recognized-with-the-2026-ncoa-programs-of-excellence-awards/
https://www.ncoa.org/article/emergency-readiness-collecting-stories-of-older-adults-dementia-friendly-film-series-among-senior-center-programs-recognized-with-the-2026-ncoa-programs-of-excellence-awards/
https://www.ncoa.org/article/emergency-readiness-collecting-stories-of-older-adults-dementia-friendly-film-series-among-senior-center-programs-recognized-with-the-2026-ncoa-programs-of-excellence-awards/
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があり、各受賞者は以下の通り。上記サイトからは、受賞プログラムの紹介や団体への

リンクも貼られている。 

 認知度向上・コミュニケーション部門「MiGen Communication Pillars」：LGBTQ+コミュニ

ティの高齢者を中心とした活動で、ブランディングや記事投稿のほか、様々な活動を

実施。LGBTQ+コミュニティの高齢者が暮らしやすくなるよう、他のシニアセンターと

も協力して、インクルーシブなプログラムの立ち上げや支援、統合を図っている。 

 健康・ウェルネス・栄養部門「Grown Folks Talk: Sex Education for Older Adults」：「オト

ナの話」と題して、55 歳以上を対象に行われる性教育プログラム。高齢者の性感染

症が増加する中、シニア向けの情報が少ない現状に対応。 

 世代間のつながり部門「Students Writing Senior Stories」：高齢者のライフストーリー

を生徒たちが書き紡ぐプログラムで、世代間のつながり作りを目指す。 

 社会・支援サービス部門「Safe and Sound」：個人または地域での緊急事態に対する

不安が高まる中、いざというときの備えや計画、具体的なツールなどについて情報

を提供する 2 部制のプログラム。 

 社会的つながり・参画部門「Dementia Friendly Film Series」：認知症や介護、予防に重

点を置いて選ばれた数本の映画上映プログラムを通じて、地域をつなげる取り組み。

各回では映画上映前にリソースへのアクセス情報やスナックが提供され、上映後に

はパネルディスカッションで参加者たちが感想の共有や質問をできる。 

 シニアセンター・イノベーションの近代化部門「Parables of the Future: Black Future 

Fest」：1 カ月にわたって行われる市民文化祭で、アイオワシティ・シニアセンターが

企画。今年は黒人歴史月間の100周年を記念して、アフリカ系の文化を中心としたア

ートの展覧会や、文学の朗読会、ファッションショー、映画上映などを行った。プログ

ラムには、あらゆる年齢層が参加可能。 

 

⚫ 韓国：ソウルの 1 人暮らし高齢者、“自ら準備”する「尊厳ある最期」（6/14） 

➢ https://www.afpbb.com/articles/-/3639519 （日本語記事） 

➢ 孤独死や身寄りのない「無縁故死」を防ぎ、自らの意思で人生の最期を締めくくる「尊厳

死（ウェルダイング）」への関心が韓国で高まっている。ソウル市鍾路区は今月、孤独死

のリスクが高い 50 歳以上の生活困窮 1 人世帯を対象とした「尊厳死教育」を開始した。

背景には、1 人世帯の急増と孤独死問題がある。保健福祉省の調査によると、孤独死の

約6割を50〜60代が占め、鍾路区でも全世帯の半数近くが1人世帯である。講座には、

高齢者ら約 20 人が参加。現在の平均的な葬儀費用が約 2000 万ウォン（約 220 万円）に

上る実態などが紹介された。受講者は模擬の「事前葬儀意向書」を作成し、喪主の指定、

訃報の範囲、祭壇の装飾、埋葬方式などを自ら選択した。今回の事業はソウル市の弱

者支援公募に選定されたもので、区の担当者は「事前に提出された意向書をデータ管理

し、万が一無縁故で亡くなった場合でも故人の意思を葬儀に反映する」と説明する。ソウ

ル市では 2018 年に公営葬礼条例を制定し、低所得層らの葬儀支援を行っているが、今

回の教育を通じてさらに踏み込んだ 1 人世帯の終活支援を目指す。 

 

⚫ 米国：孫への経済的支援は年間 9000 億ドル（146 兆円）以上―AARP 調査から（6/15） 

➢ https://www.aarp.org/press/releases/2026-06-15-grandparents-study/ 

https://www.afpbb.com/articles/-/3639519
https://www.aarp.org/press/releases/2026-06-15-grandparents-study/
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➢ https://www.aarp.org/pri/topics/social-leisure/relationships/the-essential-role-of-grand

parents/ （全文へのリンクあり） 

➢ https://www.aarp.org/pri/topics/social-leisure/relationships/the-essential-role-of-grand

parents/ 

➢ AARP が行った新たな調査では、回答者の 69％が孫のケアを提供し、90％が孫へ経済

的支援を行っていた。祖父母が 1 年間で孫のケアに費やす平均時間は 500 時間、直接

的な支援額は 2,654 ドル（約 43 万円）に上る。支援の内容は、必需品の購入から教育、

育児など多岐にわたる。直接的な経済支援額は合計で1720億ドル（約28兆円）、孫への

無償ケアが 7310 億ドル（約 119 兆円）と推計される。孫への支援について、回答者は概

ね好意的で、79％が「やりがいがある」と感じている。 

 

⚫ 英国：エイジフレンドリーな参画推進ツールキット：高齢者が参画しやすい地域の決定プロセ

スへ（6/18） 

➢ https://ageing-better.org.uk/resources/age-friendly-engagement-toolkit （全文へのリン

クあり） 

➢ 優れた政策づくりでは、当事者の声が重要なカギとなる。エイジフレンドリーな地域作り

でも同様で、耳を傾けられにくいシニアの声を聞くことで、サービスや地域の改善につな

がる。Centre for Ageing Better が発表したツールキットでは、高齢者の参画を促すプロ

セスをステージ（目標設定、参画促進の計画、推進、定着、評価）ごとに整理し、実施のヒ

ントや事例を紹介している。また巻末には計画や評価、マッピングなどで使える複数の

ひな形をダウンロードでき、自組織用に編集も可能。 

 

⚫ 米国：AARP が「X 世代のイケメン俳優トップ 25」を発表―ノア・ワイリーが 1 位に（6/19） 

➢ https://www.aarp.org/press/releases/2026-06-29-hottest-genx-actors-2026/ 

➢ https://www.aarp.org/entertainment/movies-for-grownups/top-gen-x-actors-2026/ （詳

細記事） 

➢ AARP の「大人のための映画」プログラムは今年、「X 世代のイケメン俳優トップ 25」を発

表した。この発表は、同プログラムで初めて行われ、素晴らしい演技を続けながら年齢

を重ねるトップ俳優たちを称えるものである。1 位に輝いたのは、米国の人気ドラマ「ザ・

ピット/ピッツバーグ救急医療室」で主役を務めるノア・ワイリー（55 歳）。25 名の受賞者リ

ストは、上記サイトから閲覧可能。日本でも人気が高い俳優では、たとえばマット・デイモ

ン（55 歳）、ライアン・ゴスリング（45 歳）、ヒュー・ジャックマン（57 歳）、レオナルド・デカプ

リオ（51 歳）、ファキン・フェニックス（51 歳）などが選ばれた。 

 

⚫ 米国：「Stronger Together」2026 年NCOA フォトコンテスト受賞者を発表（6/25） 

➢ https://www.ncoa.org/article/2026-ncoa-photo-contest-winners/ 

➢ https://ncoagallery.org/link/2026-NCOA-StrongerTogether（写真一覧と説明） 

➢ https://ncoagallery.org/Artist.asp?ArtistID=49223&Akey=WHC3PQRF&ajx=1#!Group1_Pf2

09627 （フォトギャラリー） 

➢ 全米高齢者問題協議会（NCOA）が、第 6 回フォトコンテストの受賞者を発表した。今年の

テーマは「Stronger Together」（一緒なら、強くなれる）であり、関係性やコミュニティの重

https://www.aarp.org/pri/topics/social-leisure/relationships/the-essential-role-of-grandparents/
https://www.aarp.org/pri/topics/social-leisure/relationships/the-essential-role-of-grandparents/
https://www.aarp.org/pri/topics/social-leisure/relationships/the-essential-role-of-grandparents/
https://www.aarp.org/pri/topics/social-leisure/relationships/the-essential-role-of-grandparents/
https://ageing-better.org.uk/resources/age-friendly-engagement-toolkit
https://www.aarp.org/press/releases/2026-06-29-hottest-genx-actors-2026/
https://www.aarp.org/entertainment/movies-for-grownups/top-gen-x-actors-2026/
https://www.ncoa.org/article/2026-ncoa-photo-contest-winners/
https://ncoagallery.org/link/2026-NCOA-StrongerTogether
https://ncoagallery.org/Artist.asp?ArtistID=49223&Akey=WHC3PQRF&ajx=1#!Group1_Pf209627
https://ncoagallery.org/Artist.asp?ArtistID=49223&Akey=WHC3PQRF&ajx=1#!Group1_Pf209627
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要性に焦点を当てている。このコンテストではエイジングを、活力にあふれ有意義な期

間として表現することを目指している。様々な「つながり」を描いた作品の中で 1 位に選

ばれたのは「Teaching the Tradition」（伝統を教える）。高齢の中国人歌手が、アメリカ人

の子どもたちへ伝統的な中国歌劇のボーカルテクニックを教える姿を捉えた。またゲス

ト審査員賞には「Cowboy Camaraderie」（カウボーイの友情）が選ばれ、町で最古のバー

で会話を楽しむ2人の高齢男性が写し出されている。他にも優秀賞や一般投票賞などの

受賞者が選ばれており、上記ウェブサイトからは、受賞作品以外も含めて応募写真を閲

覧可能。 

 

⚫ 韓国：常用雇用者、60 歳以上が若年層を初めて上回る（6/26） 

➢ https://www.afpbb.com/articles/-/3641251 （日本語記事） 

➢ 国家データ処の経済活動人口調査マイクロデータによると、5 月現在、60 歳以上の常用

労働者は 220 万人で、15～29 歳の 212 万4000 人を上回った。5 月基準で高齢層が若年

層を逆転したのは、2014 年以降初めて。常用労働者は雇用契約が 1 年以上の労働者で、

賃金労働者の中では最も安定した形態に分類される。若年層の常用労働者は 2022 年

の255万8000人をピークに4年連続で減少した。同期間の若年人口は9.0％減だったが、

常用職は 17.0％減り、人口減少を大きく上回った。一方、60 歳以上の常用職は増加を続

けており、最近 4 年間で高齢人口が 15.1％増える間、常用労働者は 42.8％増えた。就業

者全体に占める常用職比率も 2026 年に初めて 30％を超え、2014 年の 14.5％から 2 倍

以上に高まった。背景には、企業の新規採用縮小と経験者中心の採用拡大がある。若

年層の参入障壁が高まる一方、高齢層は寿命の延びや老後所得確保の必要から働き

続ける傾向が強まっている。産業構造の変化も大きく、若年層が多い情報通信業や製造

業で常用職の減少が目立つ。一方、保健・社会福祉サービス業は拡大し、就業者全体の

11.9％を占め、高齢化に伴う介護需要が高齢層の雇用増を支えている。政府は関係省

庁の雇用専門チーム会議を毎週開き、部門別対策を順次発表する方針。 

 

⚫ シンガポール：e スポーツでアクティブエイジング―シニア向け講座を立ち上げ（6/29） 

➢ https://www.channelnewsasia.com/singapore/seniors-esports-gaming-train-boosting-refl

exes-digital-skills-lions-befrienders-6218286 

➢ https://www.channelnewsasia.com/watch/esports-seniors-200-elders-get-pro-coaching

-in-games-such-counter-strike-12-weeks-6215361  

➢ シンガポールで、シニア向け e スポーツ講座が始まる。社会サービス事業者の Lions 

BefriendersがOCBC銀行の後援を受けて行うもので、高齢者が精神的にアクティブでい

つづけ、社会とつながり、デジタル技術に馴染むことを目指している。プログラムは12週

間かけて行われ、シンガポールサイバースポーツ・オンラインゲーム協会（SCOGA）か

らコーチが派遣される。ゲームの内容はカウンターストライク、ストリートファイター、ジャ

ストダンスなど様々で、対象者の反応時間や、視覚と手の協調、コミュニケーションの改

善を目指すものが選ばれた。OCBC 銀行は今後 2 年間で 10 万シンガポールドル（約

1250 万円）を提供し、2,400 の講座が開催される。初回グループは 100 名のシニアで、次

年度はさらに 100 名が参加予定。講座は 8～10 名のグループで実施し、参加者のうち最

大40％が次年度に新入生のメンターとして活動予定。Lions Befriendersではさらに、シニ

https://www.afpbb.com/articles/-/3641251
https://www.channelnewsasia.com/singapore/seniors-esports-gaming-train-boosting-reflexes-digital-skills-lions-befrienders-6218286
https://www.channelnewsasia.com/singapore/seniors-esports-gaming-train-boosting-reflexes-digital-skills-lions-befrienders-6218286
https://www.channelnewsasia.com/watch/esports-seniors-200-elders-get-pro-coaching-in-games-such-counter-strike-12-weeks-6215361
https://www.channelnewsasia.com/watch/esports-seniors-200-elders-get-pro-coaching-in-games-such-counter-strike-12-weeks-6215361
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人権・エイジズム・年齢制限 

生活環境・コミュニティ 

アの e スポーツ競技会開催も計画している。 

 

 

 

⚫ スイス：熱波の避難場所として映画館がシニアに無料で映画提供（6/24） 

➢ https://www.businesstimes.com.sg/lifestyle/swiss-cinemas-offer-seniors-refuge-heatwa

ve-hits  

➢ https://www.reuters.com/business/environment/swiss-cinemas-offer-seniors-refuge-h

eatwave-hits-2026-06-24/  

➢ 記録的な熱波が欧州を襲う中、ジュネーブでは複数の映画館と自治体が共同で、65 歳

以上の人へ日中の映画無料サービスを提供した。参加映画館のうち 3 館を運営する管

理者によると、同社ではすでに約650名が同サービスを利用しているとのこと。エアコン

の効いた涼しい屋内で映画を無料で楽しめる、と高齢者たちからは好評のようである。 

 

 

 

⚫ ドイツ：「最後に笑うのは誰？」エイジングの新たなイメージに向けた風刺漫画コンテスト

（2026 年夏～秋） 

➢ https://ageing-policies.unece.org/browse-policy/3288 

➢ https://www.bagso.de/themen/altersdiskriminierung/wer-zuletzt-lacht/（プログラム HP：

ドイツ語） 

➢ https://www.bagso.de/themen/altersdiskriminierung/wer-zuletzt-lacht/beitraege/ （ 応 募

作品一覧） 

➢ 「Wer zuletzt lacht」（最後に笑うのは誰？）と題した風刺漫画コンテストは、風刺やクリエ

イティブな表現を通じてエイジングのステレオタイプに立ち向かい、エイジズムや年齢差

別と闘うことを目指している。コンテストでは、根強く残る高齢者への否定的な考えや表

面的な描き方、また高齢者の参画を妨げる社会的な偏見などを取り上げて、高齢者の

多様性について認知向上を図るとともに、高齢者との共生や高齢者への尊重を促す。プ

ログラムの主催者はドイツ高齢者団体協会（BAGSO）で、協会加盟団体や政策関係者も

協力。資金は連邦教育・家族・高齢者・女性・青少年省が提供している。プログラムは全

国レベルで開催され、年齢を問わず参加可能。応募作品はドイツ、オーストリアおよびス

イスから 560 点が届き、独立した審査員が 12 の受賞作品を選定。コンテストは以下のカ

テゴリーからなり、応募作品は上記サイトから閲覧可能。 

 永遠の若さ VS 弱さ 

 クルーズ三昧 VS 貧困 

 ベビーブーマー VS Z 世代 

 スマートウォッチ VS ダイヤル 

 

⚫ 韓国：高齢者虐待通報、2025 年に 2 万 6578 件…約 9 割が家庭で発生（6/16） 

➢ https://www.afpbb.com/articles/-/3639785 （日本語記事） 

➢ https://www.asiae.co.kr/en/article/2026061217531866620  

https://www.businesstimes.com.sg/lifestyle/swiss-cinemas-offer-seniors-refuge-heatwave-hits
https://www.businesstimes.com.sg/lifestyle/swiss-cinemas-offer-seniors-refuge-heatwave-hits
https://www.reuters.com/business/environment/swiss-cinemas-offer-seniors-refuge-heatwave-hits-2026-06-24/
https://www.reuters.com/business/environment/swiss-cinemas-offer-seniors-refuge-heatwave-hits-2026-06-24/
https://ageing-policies.unece.org/browse-policy/3288
https://www.bagso.de/themen/altersdiskriminierung/wer-zuletzt-lacht/
https://www.bagso.de/themen/altersdiskriminierung/wer-zuletzt-lacht/beitraege/
https://www.afpbb.com/articles/-/3639785
https://www.asiae.co.kr/en/article/2026061217531866620
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テクノロジー、イノベーション 

➢ 韓国で 2025 年に寄せられた高齢者虐待の通報は 2 万 6578 件に上り、前年より 16.8％

増えた。保健福祉省が発刊した「2025 年高齢者虐待現況報告書」によると、このうち虐待

事例と判定されたのは7,973件で、11.2％増加した。発生場所は家庭が7,076件で全体の

88.7％を占めた。虐待の類型は身体的虐待が 44.2％で最も多く、情緒的虐待が 43.5％で

続いた。加害者は配偶者が 39.4％で最多、息子が 23.5％だった。2021 年までは息子の

割合が配偶者を上回っていたが、その後逆転し、配偶者による虐待が増えている。同省

は、子どもと同居する世帯の減少や高齢夫婦世帯の増加により、夫婦間の介護負担や

扶養ストレスが大きくなったとみている。世帯形態では高齢夫婦世帯が 42.3％で最も多

かった。政府は 10 月から、医療機関で働く看護助手と社会福祉士を通報義務者に追加

する。高齢者虐待通報アプリ「ナビセギム」の改善や、AI 相談員と ICT 機器を活用した高

リスク世帯の常時モニタリングも広げる方針だ。 

 

⚫ 世界各国：エイジングや高齢者の語り口をどう変えるか？ー各国のヒントを紹介（6/24） 

➢ https://unece.org/population/policy-briefs （全文へのリンクあり） 

➢ https://news.un.org/en/story/2026/06/1167799 

➢ 人々はより長く健康な年月を過ごし、その生き様も様々であり、多くの人は社会に貢献し

続けている。しかし一方で、欧州各国で人口高齢化は「負担」や「危機」として捉えられ、

高齢者は「ひ弱な」「依存する」人として描かれることが多い。この報告書では、政府やそ

の他関係者がどのようにして、上記のような語り口（ナラティブ）を見直し、バランスがと

れてエビデンスに基づきあらゆる年齢層を包摂するよう変えられるかについて議論して

いる。その実現方法としては、明確なビジョンを持ち、政策を調和させ、関係者を巻き込

み、実生活のストーリーを取り上げ、また様々なチャネルで常に発信することが挙げら

れる。報告書では、語り口の変化は政策による後ろ盾が重要であると強調している。人

口高齢化が続く中、報告書では、問題は高齢化自体ではなく社会の対応であると主張し

ている。高齢化を危機ではなく功績やチャンスとして捉えることで、政府は政策の選択肢

を広げ、世代間の連帯を強め、未来志向のソリューションを支えることができるのである。

報告書では、このテーマに関する各国の事例やリンクも紹介している。 

 

 

 

⚫ 中国：2026 年北京スマート介護ロボット応用大会が開幕―100 チームが競う（5/30） 

➢ https://www.afpbb.com/articles/-/3638440 （日本語記事） 

➢ 2026 年北京スマート介護ロボット応用大会の開幕式と企業展示・ロードショーが 5 月 30

日、北京経済技術開発区で開かれた。今回の大会は「スマート技術で高齢者を見守り、

温かな介護を享受する」をテーマに、複数の政府関係機関による指導の下、北京経開

区管理委員会、北京市高齢産業協会、国家リハビリ補助具研究センターが共同で主催

している。今回は「実際のニーズで競技分野を決め、介護施設を試験会場とし、体系的

な集中訓練で能力を高め、あらゆる資源で実用化を支える」という中国初の方式を採用

した。大会には、食事支援、医療支援、清掃支援、移動支援、リハビリ支援、娯楽支援

の 6 部門が設けられ、同種の大会としては中国で場面設定が最も充実した専門大会と

なっている。大会には全国から約 100 チームが参加し、規模は前回から倍増した。企業

https://unece.org/population/policy-briefs
https://news.un.org/en/story/2026/06/1167799
https://www.afpbb.com/articles/-/3638440
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サステナビリティ 

展示エリアとロードショー会場では、介護現場での活用を想定したさまざまなロボットが

紹介された。展示は食事、医療、清掃、移動、リハビリ、娯楽の 6 場面に分けられ、200

平方メートル余りの会場に各チームの製品が並んだ。ロードショーでは、参加チームが

技術路線、現場への適応性、実用化計画などを説明した。専門家審査団は、技術の革

新性、現場での実用性、市場化の可能性などの観点からその場で講評し、製品の強み

や改善点を示した。大会は 5 月から 7 月まで行われ、「展示・ロードショー・集中訓練・決

勝での実地テスト」を組み合わせた方式を採用する。予選の後、4 期にわたるスマート

介護専門集中訓練に入り、実際の介護現場の需要や課題に基づいて、専門家による講

義、実地訓練、需給マッチングを行う。決勝は 7 月末に実施され、ロボットの総合サービ

ス能力を審査し、各部門の単項賞と総合実力賞を決定する。 

 

 

 

⚫ 特に見当たりませんでした。 


